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はしがき 

 

 有機ナノ構造は，有機物のもつフレキシビリティーをいかんなく発揮できる構造であり，無機半導体に匹

敵するあるいはそれ以上の性能の可能性が秘められている。光誘起ナノ構造を用いて，光の増幅や減衰あ

るいは光子のベクトルの制御(方向性の制御)などを自在に行う斬新な有機光電子デバイスを設計開発

することを目的として，本教育研究事業を推進する。 

 本代表者らは，平成１５年度より４年間「ナノ構造の創製と光デバイスの構築」の本教育研究事業を

推進してきた。平成１９年度は，具体的に創製した有機ナノ構造を用いて光子を自在に制御した新規な

有機光電子デバイスの開発を意図して研究を進めた。 

  

  

 

本報告書では，本年度に実施した本教育研究事業に係る３つの研究成果をまとめた。 

 

１．ナノメートルサイズで制御された構造を基盤とする新規光デバイスの構築 

２．新奇有機光電子半導体材料：（チオフェン/フェニレン）コオリゴマー 

３．分子線エピタキシー法による GaAs1-xBix/GaAs 多重量子井戸構造の製作 
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